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O O O O O O O O
時
計
、
業
務
書
類
等
の
備
付
け
を
省
略
で

白

O

(号外第 264号)

改
正
す
る
件
(
同
六
三
五
)

総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
船
舶
局
を
定

一
一
六
・
一
間
を
超
え
二
八
附
以
下
、
一
一

正
す
る
省
令
(
総
務
一
三
凹
)
�
 

九
・
七
聞
を
超
え
四
一
問
以
下
又
は
一
四

無
線
設
備
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

H z

z

て
術
的
条
件
を
定
め
る
件
(
同
六
三
八
)

一
�
 海
上
移
動
業
務
又
は
海
上
無
線
航
行
業
務

一
波
又
は
�
 二

一
(
同
六
三
九
)

一
�
 周
波
数
割
当
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
件

一
(
同
六
回

一
�
 登
録
有
形
文
似
財
の
登
録
を
抹
消
し
た
件

一
(
文
部
科
学
一
七
一
)

一
�
 文
化
財
を
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
件

一
(
同
一
七
，
一
)

一
�
 重
要
文
化
財
に
文
化
財
を
追
加
し
て
指
定

O
特
別
交
付
税
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改

O O O O O
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等

無
線
局
免
許
手
続
規
制
の
一
部
を
改
正
す

内
閣
府
設
置
法
及
び
国
家
行
政
組
織
法
の

無
線
従
事
者
の
資
格
安
要
し
な
い
簡
易
な

無
線
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

川
川
巨

次
州
川

省� 

A
Z
 

(
間
二
一
一
五
)

に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(
岡
三
二
六
)

る
省
令
(
同
二
二
七
)

刀τ� 

〔止ロ

規
定
に
基
づ
き
平
成
一
一
卜
年
卜
月
一
日
現

在
の
行
政
機
関
の
組
織
を
告
示
す
る
件

主王

O


き
る
無
線
局
及
び
省
略
で
き
る
も
の
の
範

囲
並
び
に
そ
の
備
付
け
場
所
の
特
例
又
は

共
用
で
き
る
場
合
を
定
め
る
件
の
一
部
を

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

公
〔

生
ロ
〕

諸

事

項

�

 

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
特

定
計
量
器
型
式
承
認
関
係

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
ハ
ム
告
�
 

プ1. 71.. 
7て� 

海
上
移
動
業
務
に
使
用
す
る
電
波
の
型
式

O
(
同
六
一
一
」
ハ
)

及
び
周
波
数
の
使
用
区
別
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
(
同
六
=
一
七
)

ヲ

白

ヲ

�

 

b
 

ヲム

六
聞
を
超
え
一
六
一
一

U

一
一
一
七
五
馳
以
下

-
O

の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
海
上
移
動

業
務
の
無
線
局
の
デ
ー
タ
伝
送
装
置
の
技

-

A

一
の
無
線
局
の

二
�
 
D
電
波
、
�
 D A
H 一一

A
電
波
、
�
 A
二
�
 電
波
、

A
二
�
 電
波
、
�
 
H
二
�
 軍

電
波
を
使
用
す
る
送
信
装

B

B

一
置
で
あ
っ
て
、
変
調
波
の
電
鍵
開
閉
操
作

一
に
よ
ら
な
い
で
当
該
電
波
を
発
射
す
る
こ

一
と
が
許
さ
れ
る
も
の
を
定
め
る
件

(
内
閣
府
・
総
務
一
)

操
作
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(
総
務
六
三
コ
一
)

ら
な
い
電
波
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令

の
集
録
に
代
え
て
総
務
大
臣
の
認
定
す
る

O

抄
録
を
備
え
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
無
線

一
す
る
件
(
同
一
七
三
)

一
�
 重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
名
称

局
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(
同
六
三
四
)

に
つ
い
て
改
め
る
件
(
同
一
七
四
)
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を
加
え
る
ロ

四
号
冒
】
白
金
法
民
間
時
拘
河
打
仕

τペヨ山� 

比
間
以
同
副
史
学
�
 
事
担
廿
ゆ
捕
事
�
 

汁
強

岳

遭

相

片

�

 

猷
時
昨
�
 MS
D
-
E
hト
�
 

7
3
昔
前
時
一
目
卦
一
川
号
、
リ
ペ
一
件
�
 ?
?

0
・
�
 

C

ア
�
 日
戸
』
い
�
 ・
罰
対
訴
匂
)
骨
町
同
町
盤
凶
吋
オ

苛
』
舟

C
内
耳
�
 ]
4
4
F
什
号
、
�
 υ

C
-

L
d

SC

H

2-H

骨
凶
凪
円
四
両
冊
締
罰
即
時
限
蔀
叫
帆
川
神
�
 
裂
か
齢
糊
(
週
涯
現
議
糊
知
門
、

附
湿
器
到
品
川
努
〈
�
 
0

)

山
川
「
ぺ
務
制
相
斗
八
同
法
刊
週
刊
附
「
汁
強
行
�
 
0

・

日
品
川
淵
{
い
ペ
諭

パ
�
 戸
。
・
印
対
前
郡
河
)
情
町
同
問
勃
卦
除
�
 

-
n
v
d

E

-
H
P

H

N

」リ� 

∞
米
部
門
司
)
蕊
刊
同
時
一
五
叫
六
時

G
- F

h

附
則
第
二
十
二
項
中
「
平
成
十
九
年
度
」
を
「
平
成
二
十
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
一
一
十
一
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
三
項
目
を
附
則
第
二
十
一
一
項
と
し
、
附
則
第
二
十
四
項
を
附
則
第
二
十
三
一
項
と
し
、
附
則
第
一
十
五
項
を

ぺ
一
件

u
d

C
A
F
H

附
則
第
二
十
四
項
と
し
、
附
則
第
二
十
六
項
中
「
附
則
第
二
十
四
項
」
を
「
附
則
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附

則
第
二
卜
五
項
と
す
る
。

附
則
第
二
卜
七
項
を
附
則
第
一
一
十
未
項
土
し
、
附
則
第
二
十
八
項
中
「
第
一
一
一
十
項
」
を
「
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、

刷
項
を
附
則
第
二
|
七
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
九
項
を
附
則
第
一
一
十
八
項
と
し
、
附
則
第
三
十
項
中
「
附
則
第
二
十
八
項
」
を
「
附
則
第
三
十
七
項
」

に
改
め
、
同
国
(
を
附
則
第
一
一
十
九
項
と
す
る
。

附
劃
第
二
一
十
一
項
中
「
鮒
則
第
二
十
九
項
」
を
「
附
則
第
三
十
八
項
」
に
、
「
附
則
第
二
十
八
項
」
を
「
附
則
第
一
一
十

七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
十
項
と
す
る
。

附
則
第
三
十
二
項
を
附
則
第
三
十
一
項
と
し
、
附
則
第
二
一
十
三
項
を
附
則
第
三
十
二
項
と
す
る
。

附

則


こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
年
度
分
の
特
別
交
付
税
か
ら
通
用
す
る
。


総
務
省
令
第
百
三
十
五
号


電
波
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
五
日
三
十
-
号
)
第
三
章
の
規
定
に
基
づ
き
、
無
線
設
備
規
則
の
一
部
を
改
王
す
る


省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平

成

二

十

年

十

二

月

一

一

日

総

務

大

臣

鳩

山

邦

夫

O

崎
町
刊
何
時
一
同
斗
叫
史
学
�
 

パ
江
戸
�
 
E
C

附
則
第
九
項
第
十
三
号
中
「
附
則
第
四
項
第
十
五
号
」
を
「
附
則
第
四
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
三
号

c
)

十
七
企
業
有
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
(
平
成
十
九
年

法
律
第
四
十
号
)
に
基
づ
き
、
承
認
会
業
立
地
事
業
者
又
は
承
認
事
業
高
度
化
事
業
者
が
承
認
企
業
立
地
計
画
又

は
承
認
事
業
高
度
化
計
画
に
従
っ
て
企
業
立
地
又
は
事
業
高
度
化
の
た
め
の
措
置
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当

該
事
業
者
が
同
意
集
積
区
域
内
に
設
置
又
は
取
得
し
た
資
産
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
増
収
額
(
同
法
第

一
一
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
地
方
税
の
課
税
免
除
又
は
不
均
一
課
税
の
措
置
を
受
け
た
資
産
に
つ
い
て
は
、
課
税
免

除
又
は
不
均
一
課
税
を
し
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
計
算
し
た
場
合
の
贈
収
額
)
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

に

0
・
。
五
を
乗
じ
て
得
た
額

十
八
「
公
立
病
涜
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」
(
平
成
十
九
年
十
二
日
川
二
十
四
日
総
財
経
第
百
三
十
四
号
通
知
)

に
基
づ
き
、
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
を
行
う
市
町
村
に
つ
い
て
、
二
、
�
 0
0
0、
0
0
0円
(
公
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
を
行
う
部
事
務
組
合
又
は
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
二
、
�
 0
0
0、
�
 

0
0
0円
を
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
へ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
負
担
割
合
に
よ
り
按
分

し
た
額
と
す
る

十
九
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
係
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
�
 
第
九
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

ヲ

白

ヲを
超
え
二
八
�
 以
下
、
二
九
・
七
�
 を
超
え
四
一
�
 

ヲ
L

H

Hb
q

L

M

HM
M

l

h

wH

無
線
設
備
規
則
の
占
部
を
改
正
す
る
省
令

無
線
設
備
規
則
(
昭
和
三
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

ω算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
領
か
ら
当
該
年
度
の
基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
に

用
い
た
徴
税
費
に
係
る
補
正
後
の
数
値
に
五
六
二
円
を
乗
じ
て
得
た
額
(
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未

O
、

0
0
0、
0
0
 

O

満
の
総
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。
)
を
控
除
し
た
額
(
当
該
額
が
一
一
一

0
円
を
超
え
る
と
き
は
、
三
�
 、

0
0
0、
0
0
0円
と
し
、
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。
)
に
、
�
 0
・
八

二
六
・
一

z
 

を
乗
じ
て
得
た
額

玉
川
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
一
周
す
る
海
上
移
動
業
務
の
無
線
局
の
デ
ー
タ
伝
送
装
置
(
船
舶
又
は
海
岸
局
の
識

別
、
船
舶
の
位
置
そ
の
他
情
報
を
自
動
的
に
送
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
)
は
、
総
務
大
臣
が
別
に
告

示
す
る
技
術
的
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則
第
九
項
を
附
則
第
八
項
と
し
、
附
則
第
十
項
中
「
平
成
十
九
年
度
」
を
「
平
成
二
十
年
度
」
に
改
め
、
同
項
中

第
四
号
を
削
句
、
第
五
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
且
つ
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
『
取
を
附
釦
第
九
項
と
す
る
。

附
刷
第
十
一
項
を
附
則
第
十
一
項
と
し
、
附
則
第
十
二
項
中
「
平
成
十
九
年
度
」
を
「
平
成
二
十
年
度
」
に
改
め
、
同

項
を
附
則
第
十
一
項
と
す
る
。

附
則
第
十
三
項
を
附
臥
第
十
二
項
と
し
、
附
則
第
十
凪
項
を
附
則
第
十
三
項
と
し
、
附
則
第
十
五
項
を
附
則
第
十
四

項
と
し
、
附
則
第
十
六
項
中
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
削
り
、
何
項
を
附
則
第
十
五
項
と
す
る
。

附
則
第
十
七
項
を
附
則
第
十
六
項
と
し
、
附
則
第
十
八
項
を
附
則
第
十
七
項
と
し
、
附
則
第
十
九
項
第
四
号
中
「
附

則
第
十
二
項
第
九
号
」
を
「
附
則
第
十
一
一
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
附
則
第
十
三
項
第
十
号
」
を
「
附

則
第
十
一
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十
八
項
と
す
る
。

附
則
第
-
一
十
項
を
附
則
第
十
九
項
と
し
、
附
則
第
二
十
一
項
中
「
平
成
十
九
年
度
」
を
「
平
成
二
十
年
度
」
に
、
「
附

則
第
+
項
ま
で
」
を
「
附
則
第
九
項
ま
で
」
に
、
「
附
蜘
第
十
三
項
か
ら
附
則
第
十
瓦
項
ま
で
」
を
「
附
則
第
十
二
項
か

ら
附
刷
第
十
四
項
ま
で
」
に
、
「
附
則
第
十
六
項
か
ら
附
則
第
一
一
十
項
ま
で
」
を
「
附
則
第
十
五
項
か
ら
附
則
第
十
九
回
目
ハ

ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二
�
 項
と
す
る
。
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審問� 18儲 斗l浦舟� ztF齢

別
表
第
二
号
第
一
の
表
中

態~H~ð 口
言語津温n]ffig;
内H'tl-河湾局
苦手自喜〈二重幸EF
八迫~ごう iキ

~ 

改
め
る
。
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こ
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布
の
�
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ら
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N
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以
卜
又
ま
一
四
六
回
を
超
え
二
ハ
二
・
�
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七
�
 

b

O
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乙予辺海百 阪信か叶FNE 
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別
表
第
…
号
�
 

A

O
総
務
省
令
第
百
三
十
六
号

電
波
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
号
)
第
三
十
八
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
無
線
設
備
の
巽
術
基
準

適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
亙
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平

成

一

一

十

年

十

一

一

月

一

一

日

総

務

大

臣

鳩

山

邦

夫

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
(
昭
和
五
十
六
年
郵
政
省
令
第
三
十
七
号
)
の
�
 

4

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

部
を
次

9注0回

第
一
一
条
第
一
項
第
一
号
の
十
三
中
「
�
 ゴ一� 

電
波
」
を
「
�
 二
�
 電
波
�
 は
�
 三
�
 電
波
」
に
改
め
る
。

第

第

弓

!
l
l

A

E
l

l

A

D

X

A

E

。

注
�
 

「「� 

一

二

一

一

一

線

線
の

の

鉦

山

笹

川

備

備
設

設

条

条

第

第
d

i

第

第
項

項

十

十
の

の

ワ

同
行
�
 

設
備
規
則
第
九
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
デ
ー
タ
伝
送
装
置
を
使
用
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備
に
限
る
。

O
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

総
務
省
令
第
百
三
十
七
号

省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

電
波
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十

号
)
を
実
施
す
る
た
め
、
無
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部
を
改
宣
す
る

平
成
二
十
年
十
一
一
月
一
一
日

無
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

総
務
大
臣

無
線
局
免
許
手
続
規
則
(
昭
和
一
一
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
止
す
る
。

間
ア
の
表
中

を

に
改
め
、
倒
表
の
註
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
つ
�
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目リ
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邦
夫



&;術総 11 除 (:;11 鋼{;;N(:; ....，(:;!t!Ý十古今訓告~(:;吋 }Ç"\~恒常的。

工事設計書� 1 無線局の区別
局分)

※ 整理番号� 

2 装置� 
6 送信機

8 予備電源
の区別� 3 通信方式 定格� 技術基準適

=ード 発射可能な電波の型式及び周波数の範囲 出力
低下させる 低下後の出カ 変調方式

製造者名 型式又は名称、 検定番号 製造番号

番号 (曹)
方法::I-j: {曹) ::I-j: 合置E明番号

ロ有
ロ無

ω
N

(
恥
寸 

憾
式
市
叩
)

9 段置場所
番号

第装 置 �  4 通信路数

予備送信� 
5 ATlS番号� 7 受信機

装置
又は船舶等

製造者名 検定香号又は名称 製造番号 通過帯峻稿 雑音指数(dB)識別番号

ロ� 

11 空中線� 12 給電線等

空中線型式等
指向

水平面の 空中線の位置 給電線損失 共用器損失 その他損失� 13 発射� 14 受信する周
10 空中線系番号 海抜高 地上高� 

方向
口径 主稲射の する周

波数得1)軍騨 短
送受のlllJ 基本 付加 偏波面� 送信受信 送信受信 送信受信 波数等(m) (m) (dBiJ (m) 角度の幅 経度 緯度〔度} (dB) I(dB) (dB) I(dB) (dB) I(dB)コード コード コード コード (度)

{皿 
辺

E 15 空中線系に関するその他の事項

口 構成が複雑なため記載が困難であり、構成は添付図商のとおりである。� 

E
N
R
N

O
N

盟
《 

戸
川
町 

世
川
町 

16 附属装置� 19 備考

コード 官己載部� 

17 その他のエ事設計� 18 添付図面

無線設備系統図
ロ 法第3章に規定する条件に合致する。

電源系統図

，-ー~・・_.回E・ hA」匡..s.

r、 、河四回，.・... . 



&;1将棋I!nit'8:I畢RC¥l土己ドモト「を備え付ける無線局に限り、当該識別番号j 会J r又は同条第� 7項に規定するデータ伝送装置を備える無線局に限り、� ATIS番号又は船舶等識別番号J :l活安心。� 

E芸術記長1'nlc>8~ I 総<.0 8 的民む司 8~経伝 4記録 Qムゃれ込書当安心。∞ 

17 附属装置

装 霞 の Bリ 型 式 又 名 称 方 式 規 格 等 補 是 事 項

ω
N

l立
(
世
寸 

伸
明
設
・
酔
)

選択呼出装置

ロ (デジタル選択呼出装置を除く。)

ファ夕、ンミリ� [F]ロ I 
短

ロ 変調信号処型軽装置� ![SM] 

[DT] 

辺� 
ロ 制御装置� iICON] 

口 データ伝送装置� i 

騨

加

E
N
R
N
F

O
N

巴
盟
《 

叶 

世川町

ロ 注意信号発生装置� 

ロ 施行規則第28条第� 5項の装置

ロ デジタル選択呼出装置(超短波帯)� 

ロ デジタル選択呼出装置(中短波帯)� 

ロ
帯)

デジタノレ選択呼出装置(中短波帯及び短波� 

ロ 狭帯域直接印刷電信装置� 

18 船舶等機j}JJ醤号� 

19 その他の工事設計

i(ASG] 

;附

![DSC] 

1[附

;ωSC] 

i[ND 

21 備考� 

ロ 電波法第3章に規定する条件に合致する。� 

20 添付図面

口無線設備系統図 口機器配置図
口電源系統図 ロ プロッキングチャート

国 一ー--.-~a ....，.. a問、



I I1)無線局側22 

ω
N

(
命
寸 

脹
式
命
)

周波数香号 電波の型式 周波数 空中線電力 補足事項� 

23 

発

射
す
る
電
波
の
型
式

{IIil 


E
N
R
N
F

O
N

Nr

辺

ロ
盟
ゾ
ホ 

叶

世 

周
被
数
及
び
空
中
線
電
カ短

離� 

同

。

，【ー十一一一~_.~，.，."-、



~~隠線 I io!t'8!I憾にo:l;tiC'Jモト [21の欄」会J[22の欄J:1者:f{:;' [j[燃∞士せ~1:ト [22の欄に対応した」会) [23の欄に対応したJ :1'[21及び22の欄J 制 [22及び23の欄 J :1ぢ公'区首長<01:ト刻~-K<J剥2!5 -\J ..Y組53O 
4心:ぬ;:.';*'~州|いやき聖心 Hーを三'[j[総<0土司~f- [22の欄J -K<J [23の欄:1者交'巨斜~-K<J軍総巳0;現~..lJ..Y ~奇書也記Eミモト [20の欄j 制 [21の欄J :1謡音'[j[対 ~ì記E掠巳D 士記~..lJ..Y [j[lJiR<o:I;ti~北J~総由:出 
5ミ..lJ _y 区革主甲矧~f- [19の欄j 制� [20の欄j 込書当公'[j[湖225モト「注20(1)又は注23J 州「注21(11又は注24J :1督官' 主:';lj ~êf- [注22J ~ [注23J :1毛並走'巴:見~~[j[織由士!;!~..lJ..Y [j[践<0剣口モト [18

の欄J -K<J r19の欄J とよ話{:;'区土語~~[j[絡む剥~..lJ~'匡憾にO;Jぬ ::::8~ :1長 Q ム..'('\:1異吋I(l" 

17 18の欄は、設備規則第� 9条の� 2第� 7項に規定するデータ伝送装置を備える船舶局に限り、船舶等識別番号を記載すること。� 

E芸術総I'o!t' 8111緑町 Q縫税制~Q -4~Ç"\ U部去の。 

無線局事項書及び工事設計書� 

ω
N
W

1 申請(届
口開設

|明~I 1 q) I 4 欠格事由 ロ無
5 希望する

d¥)の区分
ロ変更� 3 tr ロ有 運用許容時閣
ロ再免許� .:  

(
か
寸 

臓
求
恥
)

6 開設、� 9 免許の有効
継続開設� 8 免許の年月日

期間
又は変吏
を必要と
する理由� 10 最初の免許の� II 希望する免

7氏 法人団体 法人又は団体 年月日 許の有効期間� 

個人の別
フロガナ

E・・・田・・・・司・牢名 --_..-.司・・田.--...........-......-..・・・・・・・・・・・司・ー・・・司..-......-_...-_...._--_.同----_.._-.-..岨・・・・・・・・・・・輔副........司・・・白岡島・同制.'・・・・・・・・・・・・・・・圃・・H司� ロ日付指定.
12 工事務成の

ロ予備免許の日からーー一一一月自の日
諦又

口法人
コード[ 予定期日

ロ予備免許の白から一一一一一日目の日� 

( lま
日間体 個 人 又 tま 代 表 者 名

ロ免許の日
騨 短 j函名� 

ロ個人
~1:::_~!.:之一- ・ 同・圃・ー 主.L:::_2.!..:t___一一一一一一一一一一一一一一個一一 13 適用開始の ロ目付指定:

予定期日 口予備免許の日からー十一一一月以内の日

{血

N
R
N
F
M
O
N

巴
盟
《

巴 

財 

世
併

出 称

) 

ロ免許の日から一一一一一月以内の日� 

者住�  14f五士一--T---
名

14 無線局の目的� 
コード

15 通信事
項コード

等 所 郵便番号 |電話番号|  16 識別信号� 

辺

17 無線設備 フリガナ

の設置場所 船舶又は� 
航空機名

国国岨・四・ーー胃骨恒国四---ーーーーー・咽・ーーー・---ーーー同嗣ー圃圃ーーー圃・・・・帽岨岬M ・帽圃・困層圃・同国同・ー胸骨圃咽園田園軸・同骨・.同--聞置胃圃ーー帽・圃・ー
18 通信の相手方

ロ免許人又は免許人加入団体所属の海岸局
ロ船舶局
ロその他(� 

19 停泊港� 
コード

20 主たる停泊� 
港又は定置場

21 船舶又は航空
機の所有者

ロ免許人
ロその他(

電波の型式周 波 欧 空中線電力�  23 航行区犠文は
ロ� A3E ロA2D 27MHz 帯� 54ill lW 従業制限=ード� 

24 用途
ロ� A3E ロ� A2D 4011Hz 帯(�  5W 並びに航行する

コード
口� F3E 150MHz 帯� (ch 15-17) 0.8W 海域=ード

IL2 電波の塑 ロ� F3E 150問Hz 帝(�  5W 

式投びに希 口� 
望する周波 口

~25 船舶番号又は

数の範囲及 ロ� 
w 漁船登録番号

び空中線電 ロ� 27 信号符
カ ロ

~26 総トン数� 字

口� PON 9410地iz kWl28 旅客定員コ
口� QO:; 9350泌1z 0.4官 ド� 

亙力PJ-

ロ� G1B ロ� 406.026附!z 口� 406.02811Hz 口� 406.03711Hz 6W 
29 長さコード

30 加入

準加J-
海岸局

A3X 121.5MHz 0.05官

長 辺 (日本工業規格A~J4 番) (表面)



i

ω
N
4
A
h斗
)

(
ゆ
寸 

棋 

出
件 

日� 

※ 整理番号

エ 事 設 計 書� 

31 機縛の種類� 32 製造者名� 33 検定番号等又は名称� 34 製造番号� 35 特殊な装置

口� 27MHz送受信機� (27M) ロ ナブテックス受信機(和文)� (NRN) 

口双方向無線電話� (LP) 白 地上無線航法装置� (LRN) 

ロレーダー 〔置〕 己 衛昼無線航法装置� (GPS] 

短 口衛星非常用位置指示無線標識� (SE) 口選択呼出装置� [S) 

ロ捜索救助用レーダートランスポンダ� (LTL) 己 変調信号処遂装置� [SM) 

ロ� 40MHz送受信機� (40M) ロ 無線方位測定機� (ADF) 

ロ� J50MHz送受信機� (AM) (150) 口データ伝送装置� (DT) 

ロマリンVlIF送受信機� (MVHl ロその他

辺 ロ� 400MHz送受信機� (FM) (400) 36 ATIS番号


E 口その他(�  37船舶等識別番号


Eυ

E
N
R
N
F

O
N

剛

気 

叶

世
叫

38その他の工事役 ロ法第3章に規定す
ロその他(�  

計 る条件に合致する。� 

39 備考

守・・

哩・ー



N
 ... 燃的骨組可制;誌:;;l11nlt>Q 111震鵬首長� AJY 士司5男会心;出5雪OlHノ先J:，トç'~草 -'='1ι :t:' Ii[割底的組白骨 r38の 国会等移転審議会 2外局等� 
欄」会J r39の欄 !l古並走'区剥芯必J jj[燃の:i;!:l ~AJ~' IT!!:燃何回怒号 r37の欄J ;{o r38の欄J !l括公'

Ii[;忠 23必JIi[総円知良心~'区事底的知悶 Q 告S'J 去~~吋 .Ç\!l ミ'l'( >(l' 

36 37の欄は、設備規則第 9条の� 2第 7項に規定するデータ伝送装置を備える特定船舶局に限

り、船舶等識別番号を記載すること。

藍冨

(主要ヒ~rn) 

ミ心穏に←>(l'G IIli<~母Y:l:p.知.Q)JQ..... 

(~製摺無制) 

ω
N

N 4怯粧直， ~民総!潜在ii'1I@:' 踏襲性自主吉道総1I@:' ~~線終~ng:' !皐司止1I@:' 糊翌1I@:'型MJg糊裂1I@:'~朝日革審昔話限'

直ベ若年議丑言語1I@:'盤斗1I@:'者争議1I@:' ~{l!;!iIiK鋒括経度当~iIiK~;j;重量事1I@: QH掛裕111E制mQ畿税同~選議眼


(匙fゴ送量陵会]鐙v')QH怖需品;tili1mQ~苦情制 ~!l~{I!;!議逼眼'調理主援団掻明言語ng"司~嶺12器逼に告企画量1I@:
 

Q~調~$草区悌\'$仰民~Hl舟継;，j;;柵 S誕hl~' )JQ~事与 !l ム4 心部同詩型~届i禁1I@:原材;;~ト総額蛮Qt，榔t1*11わ
ri

Q11撚C'J民~燃<!l Q C'l料 '~!l 言1;*阿部長 11alt> ~111憾の Q鐙十424J-4主~c0恥， )JQ細4J'.Q盟!とQrn~ミ必担
却t ....ì ν 1( rr宅会J議j明型令>(l:u~ ~ノゴ主-:示品きさ程 Q~壁材 !l ム4 ト{l )JAJ:ムヤ 4仰の o {J{J...-J' 単iZ器秘書霊感蚕� (~ 

長11+同叶騨昔話制樹柑叫州事空豆総+く同l:>)総長域経 Q11副長与J \":(Z三里~~ゼヤばl1ト一時、i与別主耳目岨今射撃吋>(l胤i 
S韓1I@:!lやニ ν~' )JQ~皇-'='下ノー行。 

政策統括官 7 [参事官37J

i!a 115 賞勲同[総務課、審査官 3]


5手。課題4叫嫌�  i砂� 

男女共同参画局[総務課、調査課、推進課]

国民生活局[総務課、企画課、市民活動促進
謀、消費者介画課、消費者安全課]

沖縄振興局[総務課、参事官4JK~安部阻巡(併餐十 Il廿道雄総=て十長時)嫌 

4く十二三括経首長!1郎博司る図版Lヒ童話認護士込 (~長 11+111
ほ現雄割高岡11+0防総11+同点智正11¥'$Q'11!t{l';!!l欄

(
骨
寸 

帳
品
、
・
酔
) 

事務局

統計委員会

情報公開・倒人情報保護審査会

事務局 


公益認定等委員会 


事務局 


沖純振興審議会


地方分権改革推進委員会 


事務局 


規制改革会議 


税制調査会 
  

D庖設等機関

経済社会総合研究所

迎賓館

E特別の機閣

北方対策本部� 

本部長1]北方対策面

金融危機対応会議 


食育推進会議 


少子化社会対策会議 


高齢社会対策会議 


(1)宮内庁

長官

次長� 

A内部部局

長官官房[審議官、宮務主管、皇室経済主管、
皇室医務主管、参事官 2、秘書課、総務
課、宮務課、主計課、用度課]

侍従職[侍従長、侍従次長、女官長、侍医長、
侍従7、女官6、侍医 3J

東官職[東宮大夫、東宮侍従長、東宮女官長、
東宮侍医長、東宮侍従 5、東宮女官4、
東宮イ寺区� 3J

式部職[式部官長、式部副長:2、式部官� 3] 

書陵部[図書課、編修課、陵纂課]

管理部[管理謀、工務課、庭園課、^膳課、
車馬謀、宮殿管理宮]

B指設等機関 


正倉院事務所


御料牧場 
  

C地方支分部局


京都事務所 
  

R重要政策に関する会議 中央交通安全対策会議{皿 や哨tJ' t-ト世11←叶+0ξ1 rnil京伺 Q!と部書~::lÆ Q~耳饗
北!童話::;:AJ-W-'='iI即時十時臼 経済財政諮問会議 犯罪被害者等焔策推進会議 (2)公E取引委員会

総合科学技術会議 委員長自殺総合対策会議ロコ1m:11母十:11+性ト世� 

玉握手等書H<出 世主制� -K~霊 中央防災会議 消費者政策会議 委員4 

事i-!$-l<J:o:: 2聖丑� 長+l< 男女共同参画会議 国際平和協力本部

I内閣府 匡|際平和協力副本部長 A内部部局

内閣総理大臣 C審議会等 事務局 事務総局

内閣官房長官 国民生活審議会 日本学術会議 [事務総長、審判官 7J

N
R
N
F

内閣府特命担当大臣 民間資金等活用事業推進委員会 届JJ会長 3 官房[総括審議官、審議官 2、総務課、人

O
N

吐 

世
降

田
甚
《

血 

内閣官房副長官� 3 官民競争入札等監理委員会 第� 部、第二部、第三郎[それぞれに副部 事課、国際課]

内閣府副大臣 3
事務局

A

長及び幹事2を置く� J 経済取引局[総務課、調整課、企業結合課]

内閣府大臣政務官 3
食品安全委員会

幹事会 取引部[取引企画課、企業取引謀、消費

事務次官 日本学術会議連携会員 者取引諜]
事務局 審査局[審室管理官、管理企画課、審査長� 

独立行政法人評価委員会
事務局

5J
1本府 原子力立地会議

犯則審査部[特別審査長� 2J
内閣府審議官2 中央障害者施策推進協議会

原子力委員会 住) 局及び部には、それぞれ局長及び部長
F地方支分部局 が置かれている。� 

A内部部局 原子力安全委員会 沖縄総合事務局[事務所]

大臣官房[官房長、総括審議官、政策評価審 事務局 国有財産地方審議会

議官、審議官17、参事官7、総務課人 地方制度調査会

13地方機関


事課、会計課、企画調整課、政策評価広 地方鉱業協議会
地方事務所 5[支所]


報課、国際諜、管理室、政府広報室、厚 選挙制度審議会 地方交通審議会

生管理宮]

〈北海道、東北、中在日、近畿中仏l四国、九
衆議院議員選挙区画定審議会 沖縄位置境界明確化審議会� 州'1>
 



火曜日

第
一
項
中
「

O

官
�
 総
務
省
告
示
第
六
百
三
十
六
号

手段 (号外第 264号) 20
平成� 20年� 12月 2日

O四
前
三
項
の
適
合
表
示
無
線
設
備
に
接
続
し
て
使
用
す
る
デ
ー
タ
伝
送
装
置
を
備
え
る
無
線
設
備

総
務
省
告
示
第
六
百
三
十
七
号

を
「
〉

第
�
 

a A

」

す
る
�
 

下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
海
上
移
動
業
務
の
無
線
局
の
デ
タ
伝
送
装
置
の
技
術
的
条
件
を
次
の
よ
う
に
定
め

二

日

総

務

大

臣

鳩

山

邦

夫

る。 六
・
一

7

信
号
の
符
号
形
式
は

四
前
項
の
信
号
を
受
信
す
る
受
信
機
士
、
次
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

平
成
二
十
年
十
三
�
 

O

A

第
五
項
第
二
号
及
び
第
一
一
一
号
中
「
�
 三

E
電
波
」
を
「
�
 

総
務
省
告
示
第
六
百
三
十
五
号

二
�
 電
波
又
は
�
 三
�
 電
波
」
に
改
め
る
。
�
 

A

D

A

E

O
総
務
省
告
示
第
六
百
三
十
三
号

総
務
省
告
示
第
六
百
三
十
八
号

電
波
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
)
第
三
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
一
一

無
線
設
備
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
)
第
九
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
二

年
郵
政
省
告
示
第
二
月
四
十
号
(
無
線
従
事
者
の
資
格
を
要
し
な
い
簡
易
な
操
作
を
定
め
る
件
)
の
一
部
を
次
の
よ
う

を
超
え
一
一
八
�
 
以
下
、
一
一
九
・
七
�
 を
超
え
四
一
一

に
改
正
す
る
。

平

成

二

十

年

十

三

月

二

日

総

務

大

臣

鳩

山

邦

夫

第
一
三
項
第
一
号
同
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
川
設
備
規
則
第
九
条
の
ニ
第
七
項
に
規
定
す
る
デ
ー
タ
伝
送
装
置

第
一
船
舶
局
の
デ
ー
タ
伝
送
装
置
の
技
術
的
条
件

。
総
務
省
告
示
第
六
百
三
十
四
号

分
の
単
位
で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の

電
波
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
)
第
三
一
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

パ
ー
セ
ン
ト
の
範
囲
で
変
動
し
た
場
合
に
お
い
て
も
安
定
し
て
動
作
す
る
も

昭
和
五
十
一
年
郵
政
省
告
示
第
四
百
七
十
七
号
(
無
線
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
電
波
法
及
び
こ
れ

に
基
づ
く
命
令
の
集
録
に
代
え
て
総
務
大
臣
の
認
定
す
る
抄
録
を
備
え
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
無
線
局
を
定
め
る
件
)

O

Hz

z

z

z

z

z

A H

O

HM

M

l

M

WH

H

十
九
年
郵
政
省
告
示
第
九
宵
六
卜
四
号
(
海
上
移
動
業
務
に
使
用
す
る
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
の
使
用
区
別
を
定
め

る
件
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

電
波
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
)
第
三
十
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭

4

伝
送
方
式
は
、
タ
イ
ム
ダ
イ
バ
�
 シ
テ
ィ
方
式
で
あ
る
こ
と
。

和
三
十
五
年
郵
政
省
告
示
第
千
十
七
号
(
時
計
、
業
務
書
類
等
の
備
付
け
を
省
略
で
き
る
無
線
局
及
び
省
略
で
き
る
も

5

信
号
の
構
成
は
、
別
図
第
一
号
の
ト
ど
お
り
で
あ
る
こ
と
。

の
の
範
囲
並
び
に
そ
の
備
付
け
場
所
の
特
例
又
は
共
用
で
き
る
場
合
を
定
め
る
件
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
�
 

6

船
舶
等
識
別
番
号
の
構
成
ば
、
別
図
第
二
号
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と

平

成

一

一

卜

年

十

二

月

日

総

務

大

臣

鳩

山

邦

夫

で
あ
る
こ
と
ロ

l

M

N
R
Z

l

無
線
局
免
許
手
続
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
五
号
)
第
別
条
第
二
項
の
表
六
の
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
�
 一
年
郵
政
省
告
示
第
六
十
-
号
(
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
船
舶
局
を
定
め
る
件
)
の
一
部
を
次

=
一
巳
電
波
一
五

0
・
0
五
�
 

MHz
を

」

一

�

 

「

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平

成

一

一

十

年

十

一

一

月

二

日

総

務

大

臣

鳩

山

邦

夫

A

D D

A

E
A A

E E

A

D

M

M

HZ
Z

 q

L

7

U

 

A

E

H

-
O

の
よ
う
に
改
正
す
る
の

平

成

二

十

年

十

二

月

一

一

日

総

務

大

臣

鳩

山

邦

夫

三
�
 電
波
」
&
「
�
 ニ
�
 電
波
又
は
�
 一二� 

電
波
」
に
改
め
る
。

第
一
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
�
 
電
波
又
は
�
 一一一� 

電
波
-
一
九
・
七
五
�
 を
超
え
四
一
�
 
以
卜
の
周
波
数
を
使
用
す
る
空
中
線
電
力
五
ワ
ツ

一一

電
波
又
は
�
 一一一� 

電
波
一
五
四
・
六
七
五
町
を
超
え
一
六
�
 

一
一
一
七
五
間
以
下
の
周
波
数
を
使
用
す
る

無
線
局
運
用
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
七
号
)
第
五
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
唱
和
五

空
中
線
電
力
五
ワ
ッ
ト
以
下
の
適
合
表
示
無
線
設
備

A

第
一
項
の
表
十
六
の
項
中
一
一
�
 一一一

ト
以
下
の
適
合
表
示
無
線
設
備

平
成
二
ト
年
十
三
日
川
一

N

ω
H
N
M
C
H

M
U
M
-
H

N
U
M

厄
(
凶
ア
の
表
中
「
〉
印
片
山
」
を
「
〉
�
 

〉
印
岡
山
」
に
改
め
、
同
項
矧
エ
の
表
中
「

ロ
'
〉
�
 

司

ω
開
」
に
改
め
、
同
表
注
1
中
「
〉
印
聞
と
を
「
〉
�
 

円
高
〉
�
 ω
何
」
に
改
め
る
。
�
 

J

A E

D
A

l

M
A MHZ

電
波
て
九
・
七
�
 」

�
 

一ゃ�
 

居
波
又
ま
�
 二
一
巳
電
波
一
五

0
・
0
五
�
 

を
�
 

「

A
二
D
電
波
又
ま
�
 三
�
 電
波
一
一
九
・
七
�
 

A

E
」
に
改
め
る
。
�
 

H
総

務

大

臣

鳩

山

邦

夫

k
r
u
閉
山
河
口
町
�
 ω
何」

H
T
Kに、「� A

 
c

一
二
送
信
機
か
ら
送
信
さ
れ
る
信
場
(
以
下
「
信
号
」
と
い
う

等
は
次
に
よ
る
こ
と
。
�
 

o
)

一
一
電
源
電
圧
が
定
格
電
圧
の
士
一

一
地
上
無
線
航
法
装
置
又
は
衛
星
無
線
航
法
装
置
か
ら
の
測
位
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
か
っ
、
一
万
分
の
一

1

変
調
方
式
は
、
副
搬
送
波
を
使
用
し
た
�
 

変
調
方
式
で
あ
る
こ
と
。

2

変
調
速
度
は
、
毎
秒
一
、
二
�
 
ビ
ッ
ト
又
は
二
、
四
�
 
ピ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
。

3

副
搬
送
波
は
、
マ
ク
周
波
数
一
、
二
�
 

ヘ
ル
ツ
及
び
ス
ペ
ー
ス
周
波
数
て
八
�
 

ヘ
ル
ツ
で
あ
る
こ
�
 

O
O

O
O

M
S
K

C
C

O
O

の
で
あ
る
こ
と
。

」

3
 

'
Y総 実

i仁:r 労bL

通
過

麗~ 
項

歪
及

選

択度
域幅帯

び
雑
音� 

自

O 格さ� ス� b、� IL 圧不メ場口3、ーA

接隣デ出れ、 フ う� kHz が成要
シカたO に0チ リ
ベの-0 ヤ ア 一分おO
ルて00 不 ス� の 四 0のいO

も~
(分マへ /レ レ dコノ、 マカ出てへ

イ、ル四のイノレ
。ークツ

ス ，-=MHz 
ポ 」を

選
択 クと装ツ� 

あ 超MHzのロの ロの置のン
ス

度
.."え.帯出ボ周 ボ比の周

条てにカル波 ルを定波
はー」ノ、あとト数 がと左お に 度 も四波幅変た感 ト二格数

っそので 五な雑いあで 状態 の� O
テ、力出三

ての受信最� 0る音てつあ調よ にデ�  
O 一 以下O で

k[!z 0 は中大 デと及、て つ度のり シのOあシ�  
つ� fく の

変
調
方
式
、
伝
送
方
式
及
び
デ
ー
タ
信
号
構
成

シきび装はての下三 ベ二パ二一三 に機入幅振
七
五

以
上 ノレ分|

とのセ
ベの歪置二希六でデ てル

デ含まカ変 ルそのの� O 波望� O 、シ は(
シれ電調 以の出信� kHz パ四べ 五二�  MHz すーン G

 

ベる圧度 卜妨力号� ) か� 101レ
ノレ不をの 害の 離 ら セO高 アO 九・ るのト

た出変
以
下

以
下

)要加七 波和雑音 れ 人ンへい シ七 め力調
件以成 えO 入と た� kHzトル希 べMHz にとさ

上分たパ 力の及 も (まツ望 ルを 必百当五れ
要 た)超の場| 電比びのーでの波

カ出合セ 圧が石'-1':;:'，せを 五変周波入
「

以え
にン とーみ力IJ 0 調さ カ 上四 五

人カを!惑二のえ MHz 数電� 機入受cな合出カtまこ信サとおト O 
のいま 度 デ出た帯れで圧�  MHz MHz 
比てで 以

下
の

帯
」

力れず
と 電るる

とシカ 場 のた最大加を
が、変 のベの合 も妨害
二定調 比ノレ和にの 振え

以
下
又
土
一
四
六
日
を
超
え
士
竺
�
 7

0
一
二
七
五
旧
以
�
 



幸R (号外第 264号)

昨
H
T
，
W
T
4
1
1
叩
江
'
「

i
刈
込
山
1
t
T
前
伸
一
件
'
涛
δ
~
川
訪
σ
d
v
か
川
町
。

U 1
L

刈

」
什
「

O
」
司
〉
同
町
何
日
)
帝
都
。
尚
「
・
4
M
C
C
代
交

F
8

E
E
δ

愉
実
q)鶏一 

s
b
B
主
神
建
国
一
」
耐
明
中
 

γ

U

b

(

}
ヘ
可
寸
前
 

静
凶

N
降
�
 

(
N
)
(週

遊
�
 

官
�
 

(ω)
河
内
益

21 平成 20年� 12月 2日 火曜日

民主時限� 
bコt¥:) '""ー

第
二
海
岸
局
の
デ
ー
タ
伝
送
装
置
の
技
術
的
条
件

一
第
一
(
第
一
項
を
除
く
。
)
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
の
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

1

急
を
要
す
る
通
信
を
受
信
し
た
と
き
は
、
吋
穂
及
び
可
視
の
警
報
を
発
す
る
こ
と
。

2
船
舶
の
識
別
、
船
舶
の
位
置
そ
の
他
の
情
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